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西部本州瀬戸内中新統の海退相について
、

多 井 義 m良

On　thc　Regressive

　　　　　　　　　】ぎormati◎ns
　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

Facies　of　the　Setouchi　Miocene

◎f　West　H◎n§htt，1　Japan，

　　　　　By

Yeshir6　TAI

十

　　　ABsTRAcT：．In　1960，　a　boring．was　undertak¢n　in　Koj　iha　Bay　by　the　Department　of　Commerce

　　　紐d1籍d疑§try，　Okayama　Pr¢琵c鞭e，　for　the　purpose◎£　natura1　gas　explorat葦。織。丁難圭s　b◎廊g　we至1

、was　lowered　to　375「 meters　ih　depth　ahd　the・locality　is　at　the　KoyφHigh　Schoo1，　Fujita・mura，

　　　K◎」董鵬a－g鱗三｝，Qkaya斑a　Prefecture（Lat．34°34’48”N．，1◎澄g、三33°53’43｛ノ．4£．）．　　　　　　　　　　　．

　　　　　The　Setouchi　Mioc¢ue　sediments　distinguished　in　the　boring　core＄were　measured　to．　bc　300　metcrs

　　　三箆th董ck捻¢ss　a薮d　1三tk◇！◎9三c滋1y　co掌re§P（》nd給t｝｝e鶏臓ε竃r三n¢B三h◎ku　gr◇犠P．　　　　　　　　　　．

‘　　In　this　article　the　w’riter　deals　wlth　the　smaller　foramihiferal　faunas　derived　from　thifty・s三x　hori－「

　　　蹴s・f伽ve鷹飢三曜d　B三h・ku　gr・up　and　the　s三9澄三費ca籍ce・£　them　is　d三scusscd・

　　　　　From　the　distribution　of　the　Foraminifera’　shown　in　Tabl¢1，　this　miCrofauna　may　be　divided
’

　　　三nt◎seve籍fbramini　fer＃1　faunules〈互一VI1）・

　　　　　Frepa　th¢depth　analysis　of　th¢genera　from　those　faunules，恥e　depo面onal　envirollments　of　the

　　　1oWar　aRd　mlddle　Bihoku　gro“Pとo滋a三籍i鍛9魚e三〇wer葦bur飴鋤磁eポ（1聯IV），　ev三dehtly　represent

　　　conditions　which　change　from　those　of　shallow　water　to　those　of　the　outer・neritic　regio11，　and　con－

　　　trar三！y　th¢舷PPer　sa搬e　gm疑p　co滋ai籍三籍g慮e　upPer飴ree（V－VII），　r¢prese織t　co雛d三ti◎繊s　wh三ch‘　，

　　　gradu411y　chang6　from　mid・netitic　to　shallow・　water．　　　1．

　　　　　Fr◎m　the　f｛）r¢goi訟g　re聯rk窓a瀟d翫ぬ010g三c　characters，　lt　may　be　stated　that£he　Miocene　Blhρku

　　　gro叩her¢fbrms　a　sddimentary　cycle層consisting　of　both　of　marihe　transgressive　and　regressive

　　　sもagcs∴It　seems　to塒e徳at　tLe　max量塒u斑pb三堪of　the　marine　transgression　of　the　cycle　falls　within

　　　horizon　ofthe　shale魚cies　containing　the　IV　faunule．　　　　　　　　　　　　　　　　　噛

　　　　c◎斑pared．繍h重he癖α◎bi◎stratigraphical　un葦ts　estab蓋ished　by　the　witer（五959）i篇west　Japan，

　　　the　lower　Bihoku　group，　which　contains　th¢three魚unules（1・III），　corr6sponds　tρthe加g8〃o㎜4b54癩

　　…i・・ま・　砺98廊…⑳伽如’伽n・，・箆dth・midd箕・whi・h　c・nt・i黛s醐t・n・伽nu葺・（IV）t・th6

　　　10wer　part　of　the　qア‘lammina　orゐicularis　　Martino凄tie〃4‘oMMμnis　zone，　and　the　upper　which　con。

　　　tains　last重hree魚unules（V・VII）to．’the　middleやart　of　the　same　z◎ne　mention¢d　above。
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296 多　井　義　郎

1。　　ま　　え　　が　　き

　今回，岡山市南部，児島湾において天然ガス探査の目的で実施されたボーリング試料を微

化石層位学的に検討した結果，地表下に海成中新統の厚く発達することが判明し，瀬戸内中

新世地史についての新知見の一端を得たのでここに発表し，御批評を得たいと考える。

　これまで主として海成中新統の分布する地域は，山陽側では中国山脈南ろく沿いの津山・

新見。庄原・三次といった奥まった高位の盆地周辺が普通であることは周知の事実である。

したがって，これが岡山市南部の湾内地表下という位置で発見されたという興味もさること

ながら，この中新統が海進に始まり海退に終る一連の沈積輪廻を構成する，いわば，海成層

発達の全容において存在している点に筆者は意義を認めたい。これまでの瀬戸内申新世地史

については，Miegypsima，　Opεrculina，防ε醐γβなどを含む海進相にからまる地史がその全容

を占め強調されてきていた。これに対して海退期ないし古瀬戸内海消滅期に関する論述は全

く推論の域を出なかったのである。もちろん，これはこれと確認できる地層が地表の露頭に

おいて発見されなかったところにその原因があるのである。したがって，本論の海退相の内

容は特に瀬戸内新生界地吏の欠けたる部分を満たしうるという点で興味深い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　ここに木野崎吉郎先生の御退官を記念してこの小文を捧げ，これまでの数々の御教示に対

して深く感謝の意をあらわす次第である。また，ボーリング試料について検討の機会を与え

られた岡山県商工部当局，特に，工業課の方々に対しても御礼申し上げる次第である。

IL　ボーリング試料について

　ここに紹介する内容は，岡山県商工部が天然ガス探査の目的で児島湾において実施したボ

ー リングのうち最深のものであり，地表下375mで基盤の黒雲母花嵩岩に達している。地点

は，岡山市南部，藤田村の興陽高等学校内（Lat．34°34’48”N．，10ng．　133°53’43’爆恥であ

る。その商に確認された中新統の厚さは約300mである。これから得た微化石資料が以下論

述の基礎となる。他のボーリング試料については目下引つづき検討中である。

　Fig．1の柱状図で示される通り，微化石で立証された中新統は，岩相上，大きく3分され

る。すなわち，最下部約130mの間は帯緑色の礫質砂岩，粗粒ないし中粒砂岩が優占する

が，上位になるにしたがって概して細粒化の傾向がある。そしてこの砂岩部には貝化石の

C陽α隅γs・σZツc卿63含廊α4αrαなどの破片を多数含む層準がある。次の中位の約130mの部

分は均質の黒灰色頁岩からなり，これの下部約5◎mの問が幾分微砂質頁岩であり，この間

に凝灰岩層を一枚挾んでいる。砂質殼有孔虫（lycgama’naや魚のうろこなどが特に肉眼的に

豊窟に認められる場合が多く，貝化石ではP’gρθ㎝Zπ厩聯などが多い。これらの化石の扁

平となった挾在状況および岩相の変化面の様子などから判断して地層としてはほぼ水平の累

重が推定される。最上位約4◎mの問は帯緑色の中粒砂岩が優勢であり，これの最上部付近

は粗粒と細粒の砂岩葉層が互層したり，混在したりする淘汰不良の岩相を呈し，部分的に炭

質物と貝化石小破片を含む層準がある。’

　後述する微化石資料から立証されるわけであるが，結論的には上述のボーリングコアーでe

示される諸岩層は，中新統，備北層群に属する。
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FIG．　L　Geolo9董c　columnar　sectio籠

　　　of　the　Mioce臓e　Formations

　　　distinguished　in　the　boring

　　　well　no．3，　about　10　km．

　　　south　of　the　Okayama　City・

1皿小型有孔虫化石群集

A．群，集の組成

　Fl9・1で示すように，試料は36層準のものについて検

討がなされた。このうち下部の8個（1～β層準）は備

北層群下部に属し，残り（9～36層準）は同層群中。上

部を代表するものである。岩相を問題とするならば7お

よび9～30層準のものが葺岩相，残りは砂岩相から得た

ものである。これらを各層準毎にそれぞれ粉砕して

2009．をとり，115メッシユ篤上で水洗し，乾燥後の試

料から個体数2◎0個になるまで試料を追加して無作為に

選出した。Table　1はかくして得られた各層準の個体を

鑑別し，ほぼ出現の早い順に左側に配列し・冬層準毎に

産出頻度（％）をローマ字符号で示している。以下o解

説はこのTable　1およびこれから導かれて属の単位で

表現したFig．2によっている。

　金層準にわたってその分布を通覧してみると，最も顕

著な特色として，群集変化の急激な転換が12と13層準の

問および26と27層準の闘におきているごとである。い’

ずれもこの事実が連続的な堆積が行われたと判定される

均質な頁岩中におきており，見掛上岩相変化と無関係で

ある点にも注目しなければならない。産出全個体は33属

87種に分類される。

　属の出現，消失，優勢，劣勢を考慮して群集区分を行　一

うと，7区分（1～W群集）が可能である。まず，最下

位の1群集（1～6層準）はEZplndium，　Buliminα，　G（nd・

ryl’naが優占レ，他｝c　Cibicides，菊伽，　Ro協α，　Pl鰯伊

7の癖饒，伽客㈱磁，Anomntimaおよび飾1脇ε砺とい

ったものが少量伴っている。取の∬群集（7～9層準）

ではElphiainMおよび0α認り伽αが激減しRotαZia，

Psendomonion，、　Elp7tiaieZlα，　ilanzawαtaおよびNom　onな

どは消失する。他方，8脇灘勉が若干増加し，新たに｝

Ro翻鵬，　Z）yocibicidesおよび翫伽伽αが出現するよう

になる。皿群集（10～12層準）は細粒相産のものであ

り，群集内容も若干異なってくる。すなわち，1群集で

優占していたσα認r冤脇および飾1認肱珊はここでは

微弱な存在となり，Bulininaが最優占属となる。新た

にGoobigerinα　’およびGloborotαZiaの浮游性種が出現し，
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さらに，（泌5認臨鵬P協認α，PZ⑳麟鵜β瑠ε脇およびAstrenentonといった属の参加が

認められた。これらのことから公海的要素がかなり支配するようになった当時の海況が推測

されるのである。IV群集（13～26層準）の内容は上述の群集とは全くsharp　lineで境され，

がらりと転換した内容である。石灰質殼有孔虫は一個体も見出されず，全部砂質殻有孔虫の

構成である。すなわち，1から皿群集にかけて出現していたすべての属は消失し，新たに

月臨灘，B磁妙吻1擁，御勿毎囎麟4e3・（ケ4羅職Trochama’ma，　AmmebacUtitesおよび

Coe’seZla諸属が出ているのである。これら砂質殼有孔虫は地表露頭から得た個体と同じく変

形の著しいものがあり，しばしば鑑別に困難をきたすものがあpた。このうちFig．2で見

られる通り，（］orcgamnzina　maの種が最優占する。　V群集（27～29層準）ではRobesgus，　Ccgssi・

aulinαおよびBulim］1°naの群集となり全くIV群集とは異なる。他に．BωcceZlα，　ATonioneZla，

ハ嘱θ3βr勧，αろ凝4εSおよびハb癖伽が出てくる。これはIvge集の示す海域よりも，’ より多

、くの生物の生息に適した環境に変り，すこし浅化傾肉にむかったと推定される。，次のV疋

群集（30～35層準）ではB協廊πα，CtzssidulinaおよびRobUlcas属が僅かに減少するが，新

たに域ρ1掘紘粥が出現し，徐々に増加している様子が明らかであり，他にσ磁4壌澱，

GlobobuZimi°na，　Z）entalina，　Haneαω厩αおよびPltuzulinα属といったものを伴っている。この

群集の申にはlvge集で優勢であった砂質殼有孔虫のHesploρiVesgmoidesおよびPlan’neを伴

っている点で他の群集と異なっている。全体として通覧した時にV群集よりやや浅海生種が

．優勢であり，岩相の粗粒化と共に海の浅化を物語るものと推定する。田群集（36層準）は

彫ρ1認5醗，C鋤0う滅煽鵜およびBZslimimaなどで特色づけられるがC徳3認臨鵜を欠く点で

VI群集と一応差をつけた。

B．群集の指示する古環境

　LowMAN（1949）のメキシロ湾における現生有孔虫の研究によれば属の単位でbrackish

からReriticにかけて優占するものとして，　Roteslia，働ゐ認戯購，　Nembn，ハら癌ρ紹勧および

Cibicidesがあげられており，さらに深いneritic～bathyalでは（】αssidUtinα，　Bulinzina，　Pu－

lleniα，　HapLophrαgmoides，　Trochanzminaおよび（］1＞tclammv°naがあげられているのである。さ

らに，LOWMAN（1951）の研究ではNo漉on，　Nom’onelles・RotaZiαおよびElpht’diu？nの諸属は

20fathoms以浅の海底で豊富であることを認めており，　Cibicidεs属およびLagenidae科

のものは45N5◎fathoms以浅で優占し，　CasSidalinaおよびBzali？？zina両属はbathyal

faunaとして陸棚斜面上部の群集を構成するメンバーとして認めている。　IsRA肌sKY（1949）

は理論的沈積輪廻を述べるさいに，EZphi♂ium　spp．をbrackish　as鈴mblage，　Nonion　spp．

やNentenellα　spP．をbbach　assemblage，　C鷹ε認漉鵜spP．をmuch　deeper　assemblage，

のそれぞれのメンバーとして取り扱っている。BANI）YおよびARNAL（1957）はメキシコ太

平洋沿岸の現生有孔虫の研究でもElpkidiant　spP．’としてinfier　shelf　fauna．（◎～150　feet）

の優占種としてあげている。また，’10，12および29層準に出現しているCαssiaulinas　sub・

810bosαは現生種として，このメキシコ太平洋沿岸の404　feet以深に出ていることが述べら

れている。この種はまた，PKLEGER（1956）によってもメキシ＝湾の水深5◎斑以深海域から
　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

出ることが報告されている。同じくPHLEGERは同論文でEZphidiunt　edvenumが11～27m

水深で生息することを報じている。これは1層準に微弱ながら出現している化石種である
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が，これについてさらにBANnY（1956）も8～4◎feetといったごく浅い海岸に産出するこ

とを報じている。PmEGgK（1952）はグジーンランド，カナダ北方の北緯70°以北の北極海．

域における寒冷現生有孔虫を研究したが，ここのVおよびW群集中に出現しているBucceZlα

Srigidgはこの北極群集に普通に産出することが報告されている。’

　以上の現生種資料を参考にして群集変化を通覧してみると，大体において1→11→皿→IV

群集の方向で海の増深化が察知されるのであり，特にE願捌聯およびNonion属の減少傾

向，Buliminaの増加，　Cα3S凝漉παの出現などはこれを支持するものである。’1群集から皿

群集まではTable　1およびFig．2で示すように，群集組成の徐々におこなわれる更新によ

って，海況変化に対応していると解釈される。問題はIV群集であり，その組成内容は前述の

通り，すべて砂質殻有孔虫であり，全く石灰質殼を欠くのである。したがって皿群集との問

にはFig．2で見られるような実に明自な群集転換のsharp　lineがでる。見掛上，岩相はい

ずれも黒灰色頁岩構成で皿とIVとの間には差はないのである。問題は（lyclanneinα，　Plectinα，

HapLophrαgmoicles，　Trochamminα，　AmnzobaCZtlites，σo惹8詔αおよびBαthorsiphoηなどの砂質殼

のみの存在を許した海況についてである。これらの属に入る種は石灰質殻有孔虫とは化石と

して普通よく伴oており，また，現生種でも数1000fathomsというような深海にも，数m

という浅海にも発見されているのであって，要するに，深度のrangeの巾が広いのである。

したがって，これらは特別な環境にのみ生存するものではなく，広い範囲の適応能力を備え

ているとみられるのであるeこれらが生存していた当時の古環境は，現在の地質学的な他の

資料から推定して，公海にひろがる深海といったような海況でなかったことは明らかであ

る。しかしm群集の生存を許したような海よりも幾分深かったのではないかど推定する。そ

して，おそらく酸素量の少い硫化水素の発生しやすいような黒色泥が堆積していた海盆で，

かろうじて堪えられるこれら砂質殼有孔虫の生息を許し，他の底生生物にとってはおそらく

特殊なものを除き，稀にしか生存できないような環境ではなかったかと予想するのである。

次に▽群集の時期となり，Rθろ琵勧，　Cesssidutinaおよび、8協厩瀦が再び現われ，上述のWの

内容とは全く異なった群集型を示すようになる。次のV1群集ではBesginzgnaはいぜん優勢を

示すが，翅ρん醜磁，Nenicnその他の出現，増加をきたし，靱群集では（添5認読磁が欠け｝

岩相も粗粒化し，浅海相を示している。したがって徐々ではあるが，群集変化のV→VI→靱

の方向で海の浅海化が進んだものと判定される、海水温度変化については不明であるが，V

およびW群集に出現しているBuccel9αf，igidesに注圏すれば，下位の，特に1，　Hおよび皿

群集の示す海水温よりも幾分寒冷ではなかったかと思うのである。

　　　　　　　　　　　　　IV．沈積輪廻と海退相

　前述したように1群集→IV群集の方向で海の深化が進み，　IV群集一今W群集の方向で海の浅

化が推定されるわけであるが，Table　1の種分布とFig．1の岩相柱状図との対応をみると，

1群集を産した層準は粗粒相の帯緑色砂岩の部分であり，貝化石の破片も多く含み，部分的

に細粒質の葉層をはさみ・浅海相の不安定を反映している9厚さは50m以上と算定される。

H群集の層準は下部に3m程度の粗粒部をはさみ，上部に約2mの酸性凝灰岩層をはさむ黒

灰色頁岩層で構成されている。群集内容から判定して備北層群であることは前述したが，地
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表地質の岩相層序区分ではこれを下部砂岩層と上部頁考層とに分けているが，この境界をこ

　こにあてると8と9層準の間の粗粒砂岩層の上限に引かれるであろう。そしてこの境界面か

　ら層位的に上位に約10mを隔てて上述の凝灰岩層がはさまるのである∴このように上部頁岩

　層に入ってまもなく一枚の凝灰岩層に到達する例は地表露頭での備北層群にはよく経験する

　ことでありこの点符合している。この凝灰岩層は層位の対比上，実際役立つ目安となってい

　る。∬群集を含む厚さは約21mである。次のm群集はBzaliminα属の豊富なこと，　Lagenidae

科のものが少量であることを除けば，筆者が報告してきた加ge箆o渇0♂魏融εα面ア6s一翫一

8erinα　crαssicostatα　zoneの内容に酷似している。この皿群集に当る頁岩部の厚さは約35m

　である。以上の1から皿までの3群集は地表微化石資料で確認されており，まず，瀬戸内区

・における海進期に生存したものであり，これを含哲諸岩層はこの期の形成にかかるものであ

　る。この頁岩層に引つづく同質の頁岩層の層厚67mにわたって出現しているのが，前述の特

　異な砂質殻有孔虫構成のIV群集である。海進の頂点はおそらくこの頁岩層中の層準にあるも

　のと思われる、いままで微化石層位の最上位層準として確認できたのはこの頁岩層の一部ま

　でであった。津山市北部安田で確認した約60m（多井，1957），三次盆地の約25m（多井，

　1957）およびすでに公表した児島湾の他のボーリングの約14．5m（TAI，1959）の頁岩部がこ

れの例である。小型有孔虫化石を基礎とする中新世微化石層序はこれで終り，したがって導

　かれた地史もここまでであった。以下述（“る内容が瀬戸内中新世地史に新しいものを加える

　ことになる。V群集を含む部分はIV群集の場合と同様の一連の頁岩で構成されている約13m

の層厚である。前述してきたようにこの群集はむしろ浅化傾向を進めつつあった海域に生存

　し，地層は海退期所産のものと考えられる。見掛けは同じ黒灰色頁岩であっても，含有微化

石からは，その生成過程に大きな差異のあることを教えている。次のVI群集では種数を増

　し，これを含む部分は大部分申粒ないし細粒の帯緑色砂岩で構成されている層厚約30mのも

　のである。次の田群集はさらに一層浅海化が進んだことを暗示し，岩相も不安定な動揺を示

　していることは前述してきた通りである。厚さは約9mである。

　　以上を要約すると，基盤上にのる礫質砂岩ならびにこれに一連に続く1，II，　IIIおよびIV

　群集の一部を含む層厚約2◎0憩に及ぷ砂岩，頁岩は海進途上の堆積物であり，ほぼ海進の頂

　点は1▽群集を含む頁岩中にあったと考えられる。頂点の厳密な層準は明らかではないが，い

　ま仮にほぼ中央部に位置づけると，この頁岩の上半部とV，VIおよび顎群集を含む層厚約

85m前後に及ぷ砂岩，頁岩の部分は海退期の所産と考えられ，地表調査で経験しなかった新

知見の大きな部分である。

V。微化石層位学的考察

　前述してきたように，このボーリング試料の中新統の部分は明らかに備北層群に対比され

るものであるe地表露頭の岩相層序が頁岩で終っているため，備北層群は普通，下部砂岩層と

上部頁岩層の上・下にわけられて別に不便はなかったのである。しかし，ここに新知見の砂

岩層の部分が追加され，微化石の内容も明確になった現在，一応新地層名を与えることが考

慮されるが，まだ他のボージング試料の検討が残っているので，これでさらに確かめた上で

改めて検討したいと考えている。現段階では備北層群上部として取り扱っておく。筆者の微
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化石届位区分（TAI，1959）によれば，ここの1，　llおよび皿群集を含む部分は明らかに

hαgerzomodQsaria　scalαris－－Uvigatnαcrαssicostatα　zoneに属する。こめ下にくる1腕（召γρ・

sbsαkotei　r－　Oρerαntina　complanGta／aponiea　z◎neの存在は微化石検出ができなかったた

め，、明らかにし得なかったが，深度300瓢付近から375mまでの基盤上粗粒堆積物があるい

はこれに該当するのではないかという予想をもっている。この両zoneが三次階を構成する。

W群集以上については），結論的にいうと，W群集を含む部分は，石見太田階，もしくは，

CPtclewnmines　erbiαutarisfMartinettiegla　comauaBis　zoneの下部に相当し，　V，　Wおよび履

群集を含む部分は中部にほぼ対比されると考えている。この石見太田階の特質は，単的にい“

えば，その岩相はどこでも堅硬質頁岩ないし黒色頁岩が最優占し，どこでも下位の三次階とL

は整合関係にあり｝含有する小型有孔虫化石は，IV群集構成の砂質殼有孔虫属のほかに

MartimottieZtaやSigmoilinαといった属で構成されるか，あるいは全く個体を産しない部分

も稀ではないといった事がらである。したがって，この定義にぴったり一致するのはIV群集

を含む部分であり問題はないが，V，　Wおよび畷群集を含む部分の対比については，岩相的

にも微化石内容とも一致しないという不調和がでてきている。．しかし，この階を上・中・下

に3区分する際には，相互に若干の差のあることを筆者は小論（1959，P。331，　P．353）の中で

述べておいたのである。すなわち，この階の中部には若干の石灰質殼有孔虫CloboろiglimiBa

perver5αとRobntus，　RotczliaおよびDentalinα属の未決定種を伴うといった事実を認め，こ

の階の上・下部とは区別できると述べたのである。したがってこの点と，ともかくも石見太

田階の下部の上にくるという点とを考慮すると，この問題の3群集を含む部分は，石見太田

階の中部という層準に一応対比が落ち着くわけである。したがって，これまで瀬戸内中新統

微化石層位は石見太田階の下部までであったが，今回の資料はこれを更新し，中部の存在が

確認され，その瀬戸内区における内容を明らかにし得た点で興味深いと考える。瀬戸内区中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

部のこれは石見太田階本来の内容とはかなり異質の内容である。このことに意義があるよう

に思われるのである，つまり，石見太田階下部までの山陰，山陽を通じての広域にわたる類

似群集型にはたんをきたし，分化現象をもたらすような海況変化，つまり地殻運動のはじま

る石見太田階中部の時期を重視したい。この申部は山陰区では久利累層上部で代表される

が，・これは黒色頁岩の構成であり，下部から整合的に連続しており，下部と同じ群集型の砂

質殻有孔虫群集が含まれるのに反して，瀬戸内区では下部まで，つまりW群集生存の時期ま

では全く山陰側と群集・岩相共に大差はなかったのであるが，中部の時期ふらは明らかにそ

の成立過程に山陰区とは相違する地史のあることを教えている。すなわち，瀬戸内区では石

見太田階の中・下部両者の境から明らかに上昇帯に転化し，古瀬戸内海の消滅期を迎えたわ

けである。東方から進入してきた瑞穂大海進によって成立した古瀬戸内海が発展し，分化

し，消滅するという過程の特に後半の状況を物語る当ボーリング資料の教えるところは貴重

であると考える。

VI．　　結 論

　岡山市南部，児島湾において実施されたボーリング（深度375m）の試料を検討した結果，

海成中新統，備北層群の存在が立証され，しかも一つの沈積輪廻を構成する海成層発達の全
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容において発見されたのである。ここにその意義について，微化石層位学的研究がなされ

た。中新統の部分は厚さ約3◎0瓶に達する砂岩・頁岩構成の海成層である。これから36層準

が選ばれ，おのおののコアーから小型有孔虫化石が定量的に検出された。かくして得られた

総種数87の層準分布から7群集（1～V獲）が識別された。1からIV群集にいたる組成変化は

1→∬→皿→Wの方向で海進が発展していった状況を伝え，次のVから靱群集まではV→V｛

→靱の方向で海退していった経緯を物語っている、海進の頂点は参おそらく，IV群集を含む

頁岩部内のある層準におちるであろうe’岩相層序変化も粗→細→粗の経過を示し，これらも

沈積輪廻の様相を大まかに浮き彫りにしている。特にV，VIおよびVIIge集ならびにこれを含

む砂岩層は，地表調査では経験しなかった瀬戸内中新統層序における新知見の部分であり，

古瀬戸内海消滅期に関する地史を推論から脱せしめた部分でもある．　　’

　微化石層位学的には，1，Hおよびm群集を含む部分は筆者（1959）の三次階上部，　IV群　’

集の部分は石見太田階下部，V，　VIおよび田群集の部分は同中部に対比される。瀬戸内地質

区におけるこの中部の海退相の内容は，また，中新世における山陰・山陽にひろがっていた

類似環境を破った，地殻変動の最初の時期を示すものとしても貴重であると考える。
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TABLE　1． DlsTRIBuTloN　oF　KoJIMA　FoRAMINIFERA（BoRING　WELL　No・　3）

　　｝Faunules 　　’
1

1
【 皿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・I

V VI w

Species　　　　　　Horizon　nos． 1　2　3　4　5　6 7　8　9 10　11　12 　　　　113　　14　　15　　16　　17　　18　　19　　20　　21　　22　　23　　24　　25　　26 27　28　29 30　　31　　32　　33　　34　　35 36

，Ro’α露αc£f拶7α彦α（SEGUENZA）
一　R　－　一　一　一

一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 ＿　　　＿　　　＿　　　＿　　　＿　　　一　　　＿　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一層　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一9

Pseud・πo痂πsp． F　R　－　R　R　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

　鴨

一　　　　　　＿　　　　　　＿　　　　　　＿　　　　　　＿　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一 一　　　　　　　一　　　　　　　一 一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一

一

EIPhidiella　mσ吻amaensis　UCHiO 一　一　一　一　R　一
一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　一　　　　　　　一 一　　　　　　＿　　　　　　＿　　　　　　＿　　　　　　＿　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一

一

An・matia　glabrata　qUSHMAN R　－　一　一　一　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一　7　－　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一
一　　　　　　　一　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一
ノ1．kOj’imαensis　TAI

一　R　－　一　一　R
一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　＿　　　　　＿　　　　　＿　　　　　＿　　　　　一　　　　　＿　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一

一
ば4・　　sp．

一　一　一　一　一　R
一　　　　　　　一　　　　　　　一 一　　　　　　　一　　　　　　　一 一　　　　　＿　　　　　＿　　　　　＿　　　　　＿　　　　　一　　　　　＿　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一

一

Hanzαωaia　niPPonica　ASANO
一　R　－　R　－　R 一　　　　　　　一　　　　　　　一

一　R　一
一　　　　　＿　　　　　一　　　　　＿　　　　　＿　　　　　一　　　　　＿　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一 一　　　　　　　一　　　　　　　一

一　一　一　F　R　R R
H・tagαensis　ASANO 一　　　一　　　一　　　〒嘲齢　　一　　　一

一　　　　　　　＿　　　　　　　一 一　一　R．
一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　＿　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一

一
1）θηtalina　emaciata　Iミ．】IUSS 一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　一　　　　　一　　、　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　＿　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一

　　　　　　　　　　　　’
一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一　R　－　一　一　一 一

D．　　sp． 一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　＿　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一 一　　　　　　　一　　　　　　　一

一　一　一　一　R　R R
α・ゐ・6π伽∫παρ〃〃〃5α（CUSHMAN） 一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　＿　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一　C　R　－　－　R C
σ・　　sp． 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　一　　　　　　　＿ 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　＿　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一

二＿　　＿　　＿
一　一　一　R　－　R 一

α　　n．sp． 一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　＿ 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　＿　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 ＿　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 R
Gaudり戯α｛∫ん槻8戚∫ASANO G　R　R　C　F　C 一　R　一 一　R　R 一　　　　一　　　　一　　　　＿　　　　＿　　　　一　　　　＿　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一　R　F　C　R　R R
αcf二〇9αASANO 一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　＿

＿　　　　　　　　＿　　　　　　　　＿ド

一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一　一　一　一　一　一　R　－　一　一　一　一　一　一
一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 ＿　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一
G・　Pαbei　AsANo 一　　　　　　　一　　　　　　　＿ 一　　　　　　　一　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一

　　　　　一　　　　　　　　一　　　〒　　　　　　　　一
一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

、一　一　一　一　R　R 一

G．cf．鋤8三ASANO 一　一　一　一　R　R 一
　　　　　　　一　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　一
一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　＿　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

　、
一　一　一　R　－　一 一

α　　sp． 一　　　　　　　　一　　　　一 一　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　一　　　＿　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一
一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

　，
R　－　一　一　一　一 一

Eζρ海4甜η3c£α408π〃2η（CUSHMAN） R　－　＿　門一　＿　一 一　　　　　　　　一　　　　一 一　　　　　　　　　一　　　　　　　一
一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　＿　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 ＿　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一

一

E．cf．　clavatum　CUSHMAN
一　一　一　一　R　一 一　　　　　　　　一　　　　一 一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　＿　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　＿　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一

一

E8’f80θη∫8　HusEzlMA　and　MARuHAsI
一　一　一　R　R　－　　　　　　r R　－　R 一 ．R　一 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一　一　一　一　一　R R
Ec£8’ゴgoθπ56　HusEzlMA　and　MARuHAsI R　－　＿　一　＿　一 一　　　　　　　　一　　　　一 一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　’　　　＿　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　一 　　　し一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　＿　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一

一
王ヨ．sendαiense　T　AKAyANAGI R　－　＿　一　＿　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　＿ 一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　＿　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一 一　　　　　　　一　　　　　　　一
＿　　　　　　　　＿　　　　　　　　一　　　　　　　　一　・　　　　　　一　　　　　　　　一

一

1柔魏｛弼CHIJI　and　NAKAsEKo A　A　C　A　C　C 一　C　一 R　F　R　、 一　　　　　　　　一　　　＿　　　＿　　　一　　　＿　　　一　　　一　　　一　　　一　　　門　　　一　　　一　　一
一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一　一　R　R　C　C C
Ec£’∫π4厩C削JI　and　NAKASEKO 一　一　C　－　C　C R　C　R R　＿　R

一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　＿　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 R　F　耳　F　C　F C
E　　sp．’ R　一　幽R R　R　一 一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　＿　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一　一　R　F　－　C 一
茄痂π87α∫8」αψ∫（D’ORBIGNY） R　－　＿　一　＿　＿ 一

　　　　　　　一　　　　　　　＿

一　　　　　　　　　一　　　　　　　一
一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　　＿　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一

N．jαPonic蹴AS蝋o R　－　－　R　－　一 一　　　　　　　　一　　　　一 一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一
一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　＿　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一 一　　　　　　　一　　　　　　　一 一　　　　　　　＿　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一

一

JV．　cf．」’aPonicum　AsANo
一　一　一　R　－　一

一　　　　　　　　一　　　　　　　　＿ 一
一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　＿　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　「　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　＿　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一

一

泥5αψ加η3（FICHTEL　and　MOLL） R　－　＿　一　＿　＿ 一　　　　　　　　一　　　　一 一　　　　　　　　　一　　　　　　　一
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一

一　一　R 一　R　F　R　R　一 一

瓦c£∫αψ加η3（FlcHTEL　and　MoLL） 一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　一　　　　　　　一　　　　　　　＿　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　＿ 一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一
一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　＿　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 C　－　－　R　－　一 一

　　　　　　　　口瓦・　sp・　　　　　　　　　了 一　一　R　－　R　一 一　　　　　　　　＿　　　　一 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一 R　＿　一　＿　＿　一　＿　一　一　一　一　一　一　一 C　－　一 一　＿　－　R　－　F 一

αう読伽10うα’ぬ∫（WALKER　and　JACOB）
R　F　R　F　R　R R、F　R R　－　Rr

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τ

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　一　　　　　旨 一　一　R R　－　一　一　一　R 一

αρ58μ4・μπ8〃∫απμ∫（CUSHMAN）
R　R　R　R　－　一 R　F　R， R　－　R 一　一　R 一　R　－　一　一　R R

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酌

0．臨sp．　　　　　　　　　　・
一　一　一　一　一　R ζ　R，＿ 一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一

「

一　　＿　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　7　　－　　一
一　　　　　　　一　　　　　　　一

＿　＿　二　＿　＿　＿
一

N・d・顧α乙oπ9乞5‘αεαD’ORBTGNY
一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　＿　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　＿

一　　　　　　　　　一　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曾

1　　一 一　一　R 一
、Nonionella　miocenica　CUSHMAN

一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　一　　　　　　　＿　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　一

一　　　　　　　　　一　　　　　　　一 一　　一冑一　　一　　一　　一　　一　　一　　「　　一　　一　　一　　一　　一 一　R　R 一　＿　R　R　－　一 一
N，cf．　miocenica　GUSHMAN　　　　　　　5

一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　＿　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　＿

一　　　　　　　　　一　　　　　　　一
＿　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　噛　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　L

一　　一　　7 R　R　－　一　一　一 一
泥　　sp．

一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　＿　　　　　　一 一　　　　　　　一　　　　　　　＿

一　F　一 一　一　R 一

　　　　　　　　，B既σ6θ麗α露g耀α（GUSHMAN）
一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　＿　　　　　　　一 一　　　　　　　　＿　　　　一

一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　R　R C　R　－　一　一　R 一
Bulimina　imamurai　TAI F　G　F　C　C　C VA　C　A A　A　A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一 VA　C C　C　A　C　C　C C
B・oka］αmαensis　TAエ 「R　R　R　F　－　R F　R　R R　R　R 一　C　F F　F　F　R　R　R R
B・cf．　okayαmaensis　’r　Aエ

一　一　一　一　R　一 一　　　　　　　一　　　　　　　＿

一　　　　　　　　　一　　　　　　　一 印　　　　　　　　F

一　　　　　　　一　　　　　　　一 一
B．　PuPCides　D’ORBIGNY G、C　A　F　C　F d　C　A A　C　C

一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　＿　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一

一　F　C
C　C　C　F　C　C　囎，● C

Valvulineria 　sp●

一　一　R　－　一　一 一　　　　　　　一　　　　　　　＿

一　　　　　　　　　一　　　　　　　一 　、 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一
Robutus　cf．　etigoens｛s　ASANO 　　　　1一

　　　　　一　　　　　＿　　　　　、　　　　　＿　　　　　＿ 一　　　　　　　一　　　　　　　＿

一　　　　　　　　　一　　　　　　　一
一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　＿　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一 G　－　一 一

瓦c£f伽（CUSHMAN） 一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　、　一　　　　　　　＿　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　＿

一
　　　　　　　＿　　　　　　層＿ 一7　－　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一 C　－　一 一

R・ん‘漉5（CUSHMAN） 一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　＿　　　　　　　一 一　　　　　　　　＿　　　　一

一　R　一 一　一　R R　R　－　－　R　R R
瓦c£ん認伽（CUSHMAN） 一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　＿　　　　　　　一 一　R　一 ＿　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　＿　　甲　　一　　＿　　一　　＿　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

一　　　　　　　一　　　　　　　一 一
瓦π∫ん06αr8η∫ゴ5（SCHWAGER）

一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　＿　　　　　　　一 一　　　　　　　一　　　　　　　＿

一　　　　　　　　　一　　　　　　　一
一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　＿　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一

一　一　F 一
1こc£π疏o∂αr6π5f5（SCHWAGER）

一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　＿　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　＿

一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一
＿’ 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一　R　R　－　一　一 q
1己　　sp．

一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　一　　　　　　　＿　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　＿ R　R　R
F－　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　＿　　　　＿　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一

一　一　F 一　F　R　F　－　R R
恥・CibiCides　sp．θμ伽」伽c£轍fπ・ゆ　　　　　　　　CusHMAN　and　OzAwA

一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　＿　　　　　　　一

一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一

　　　，一
　一　R　　、

一　一　R

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一　　　　　　　一　　　　　　　一

一

一
Gtobiger｛παbutloides　D，ORBIGNY

＿　　　　　　　＿　　　　　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　＿

一　　　　　　　　　一　　　　　　　一
一　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一　R　－　一　一　一 R
α　　sp．

一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　＿ R　＿　＿ 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一
Cassidutina　globosa　HANTKEN

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　＿ R　＿　＿ 一　　　　　　　　　一　　　＿　　　＿　　　一　　　＿　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　　　　　　・一

一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一
C．珈αη2π7α‘TAI　　　　　　　　　　’

一
　　　　　　　一　　　　　　　＿　　　　　　　一　　　　　　　＿　　　　　　　＿ 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一　一　R 一　　＿　　一　　　一　　一　　　一　　　＿　　一　　一　　一　　　一　　　i　　　－　　一 一　一　R ／R　R　－　R　R　一 一
C脚碧α78∫αKARRER

一
　　　　　　　一　　　　　　　＿　　　　　　　一　　　　　　　＿　　　　　　　＿ 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一　一　R 一　一　C， F　F　F　R　C　R 一
α∫吻Joう05αBRADY

一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 R　－　R 一　　　　　　　　　　一　　　　＿　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　＿　　　　＿　　　　葡一圃一　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一

αc£5吻Joう05αBRADY 一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一
　　　　　　　一　　　　　　　＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醒

1＿’
　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　＿　　　＿　　　一　　　一　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一

一　一　R
一　　　　　　＿　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一

一
α　　sp．

一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一 一　　　　　　　一　　　　　　　＿ R　＿　＿
＿　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　＿　　　＿　’　一　　　一　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一

一　一　R 一　　　　＿　　　　一　　　　臼．　　　一　　　　一 一

Pμ〃8痂c£ψθ7’ぬCUSHMAN
一

　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　＿　　　　　　　＿ 一　　　　　　　　一　　　　　　　　＿ R　＿　＿ 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　＿　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一

一
君c£うμ〃o漉5（D’ORBIGNY） 一　　　　　　　一　　　　　　　＿　　’　　　　一　　　　　　　＿　　　　　　＿ 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一　R　一 一
一　　　　　　　　一　　　　　　　　一 一　　　　　　　＿　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一

一
R5αZε5うπびR．　E．　and　K．　C．　STEWART

一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一 一　　　　　　　一　　　　　　　一 R　≧　＿’ 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一　＿　一　一　R　一 一
P．　　sp。

一
　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　＿　　　　　　　＿ 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一　一　R
　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　＿　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一

一　　　　　　　一　　　　　　　一 一　　　　　　　　＿　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一
」伽ηo物πsp．

一
　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　＿　　　　　　　＿ 一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

一　R　一
一　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


